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さいしんビジネスフェア 2023 の商談から新商品誕生 

～「桐×藍染」埼玉が誇る百年の技 協演 JAPAN BLUE SANDAL～ 

 

埼玉縣信用金庫（本店：熊谷市 理事長：池田 啓一）が開催したビジネスマッチングイベント 

さいしんビジネスフェア 2023 での商談をきっかけに、関根桐材店（所在：本庄市 代表：関根 紀

明）が、野川染織工業株式会社（本社：羽生市 代表取締役：野川 雅敏）とコラボレーションし、

桐のサンダルに、経済人・渋沢栄一のルーツのひとつ
*１

でもある「武州藍染」のバンドを使用した

「JAPAN BLUE SANDAL」が商品化されました。 

「さいしんビジネスフェア 2023」では開催目的の一つに「埼

玉が誇る地域文化を広く一般消費者に紹介する」を掲げ、埼玉

の伝統工芸事業者に出展いただき、今回のマッチングに至りま

した。 

当金庫は今後も信用金庫のネットワークを活用し、企業のビ

ジネスマッチング、販路拡大支援を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊クラウドファンディングサイト「マクアケ」にプロジェクト掲載中！ぜひご覧ください。 

 

⇒ https://www.makuake.com/project/sekinekiriya02/ 

 

 

 

「JAPAN BLUE SANDAL」の特徴 

・桐下駄の鼻緒の代わりに藍染のバンドを使用した、 

「桐と藍染」で爽やかなジャパンブルーのサンダル。 

・国内素材、国内製造。 

・桐の軽さと藍染の肌触りが相まって、とても快適なサ

ンダル。 

左：野川染織工業 野川氏 

右：関根桐材店 関根氏 

*1 渋沢栄一が生まれ育った屋敷は「中の家（なかんち）」と 

呼ばれ、藍染の原料となる藍玉を製造・販売。渋沢栄一も 

家業である藍玉の製造販売を原点として様々な偉業をなした。 

https://www.makuake.com/project/sekinekiriya02/
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【製造販売事業者】 

事 業 者 名 
関根桐材店 

(取引店舗：本庄支店) 

創   業 明治３３年 

所  在  地 埼玉県本庄市若泉 2-1-14 

電 話 番 号 0495-22-6127 

H   P 

https://www.sekinekiriya.com/ 

 

 

【藍染製造事業者】 

事 業 者 名 
野川染織工業株式会社 

(取引店舗：羽生支店) 

創   業 大正３年 

所  在  地 埼玉県羽生市須影 878 

電 話 番 号 048-561-0368 

H   P 

https://www.nogawasenshoku.com/ 

 
 

 

本件のお問合せ 

埼玉縣信用金庫 地域創生部：平原 総合企画部：増田 

電話：０４８－５２６－１１１１  URL：https://www.saishin.co.jp 

コーヒーキャニスター 

桐 衣装箱 

野川染織工業直営店「甕覗き」 

（埼玉県羽生市須影 471-4） 

https://www.sekinekiriya.com/
https://www.nogawasenshoku.com/
https://www.saishin.co.jp/

